


















A )E )( eE の実名)の歩んできた
ネムーンという非日常的場面を背景に展開される三 人生行路そのものである｡ その型が,マギー ･タリ
)iveri(MaggeTul ,ロモラ 
が生きた生命体としての歴史によって育まれ,制約 由し, ドロシアに至って,作家の審美的 ･宗教的境
され,位置づけられる様を浮き彫 りにしている｡ 歴 地の到達点にまで磨かれ,生きた人格に消化 しきっ
史の悠久のいとなみの中でこそ,個人の人間性はそ て表現されたのだ｡ ドロシアの辿った人生行路は相
の本来のありようが模索され,発見されるのである｡ 互依存のネットワークに位置づけられ,その人格は
これらの章の中心軸は, ドロシアの,自分探 しの暗 関係 しあう結び目として描かれている｡ 『ミドルマ
中模索にあるということができる｡多情多感と知的 ーチ』の ｢序曲｣は,その意味で,作家の自己との
好奇心を兼ね備えた彼女が結婚生活にかけた夢が, 対話が長い熟考によって形を取ったものと見ること
伴侶たる孤高の老学者カソーボンの人間的な真実に ができる｡ そこに,みずからの過去を振 り返 り,磨
触れ,失望-と変化してゆく｡ このプロセスは,彼 史的視野からこれを眺望 しているような趣がある｡
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てもよい｡『ミドルマーチ』は,エリオットが実験 dtnehi ;onf ltrea ewa
科学の真理探究の方法を人物描写,文体的修辞はも esroctnuhostf emi ep ess
とより,小説の構造そのものにまで生かしきった作
品であると指摘される｡ 1 ｢時の変化する (変異す lpaceing-lkurits
iranina糾i ,ma , dcme, (
て地球的な営みの視野から人間を捉えなおす含みを
foan hs
16もっている 人間を ｢神秘の調合物の動き｣と表現 これは, 章に見 られる新参の医師リドゲー ト｡
る)実験｣のメタファーは,個人の時間感覚を超え )48-381
する言い回しにも,生理学の目で見た人間の営みを )の内省の一端である｡Ld tygae( 科学者としての真
科学者が顕微鏡で観察する含みが感じられる｡ ｢序 理探究の方法を,人びとを癒すという職業的志の実
曲｣の暗示的言い回しは,さらに続 く｡ 現のために活用するのが彼の夢である｡ そこに, 
0281 年から30年代にかけて黍明期を迎えていた自
meo whhwo dn
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『ミドルマーチ』には,一つの全体としての一貫 散策したときの感慨であったであろう｡ hte "4 
した体系性が認められる｡ とりわけ, ドロシアとカ gp
ソーボンのローマへのハネムーンを描いた 19章か 家が生ける全体性としての歴史から学んだ見方を暗
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teinicionst wh hu -conal うに,感受性が鋭敏なばかりに,高貴な境地をあこ



























ているからこそ,その内面描写には汲めども尽きせthtliapacileraanIhtat mp dP ytms
ぬ滋味深さがあるのである｡
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sofb gf essa ,nddの生き証人の都市といってよい｡そこには古代,中
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指し示す所以になっているからである｡ hetneekooeaiihheD toro abytstmehdl dd piot
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を浮き彫りにするからである｡ ギリシャ語でソフォ
クレス ( )とアイスキュロス ( )
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ても一筋縄ではいかない代物である｡ その限られた K tan験の意味合いを,カント ( )の言葉を借りて言
知識は気質 ･体質のフィルターで嘘過され,その染 う｡ 一つの全体性を直感しつつ,これを言葉にしよ
料で染められる｡ その色合いが道徳的価値に照らし うとしてできないもどかしさ,おのれの想像力の限
ていいとか悪いとかではなく,人間の現実認識の本 界を痛切に自覚させられる瞬間が ドロシアの体験の

















既知の領域を試行錯誤しつつ押しひろげるというこ させられるという｡ 9 ドロシアのカタス トロフィ
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芸術的課題たる "es ee r gtoma
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t alw wodwh hsurrトは,自分と琴憲相和す魂を見出したのである｡
夫と妻の一見穏やかな言葉としぐさのやりとりの itprecaeap-lhiet do )422h (or.tauingd drespon
なかに,底知れない感情の乱気流を描きだす作家の
筆使いは,読者の行間を読む想像力を刺激して,注 猫疑心は,現実との接点を失うと,おのれ自身を糧
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dntl dp ytohsh
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間が自然に背を向けると自我が病み,あらゆる人間hSh :ers -onnc
的な美質が転落することを見通した作家の直感が,
否定的な形でこの人物に反映している｡ これは, ドbtub teas-tear ,








の中にエリオット自身の一面が色濃く反映している We m inmol f bousoa
are
 heinktatidl it gtyrasup ,
ことは,大方の批評家の指摘するところである｡ そ







da of dortsanu rs mesee








ehw sewo dd ehh





















hadwi , ntoc wiht






















eo ,wh etel sa










































n u ofee の愉えに見える自然の養い,
とウイルの感受性の違いに,作家が注意深い焦点を "supre育む力の連想は," meという語の皮肉なまな
当てていることからもうかがえる｡ ウイルを夫の留 ざしと相侯って,人の自己愛が,善悪の観念を超え
守中にホテルの自室に受け入れた ドロシアの心中 た本来的現実であることを暗示している｡ 私たちが
を,語り手はこう表現する｡ fO CurtiYte" waSaS eO 人と人とのかかわりあいという原型的な体験をする
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me e【Wi]lhtnitoylehe -misheverytft tgoouo た卓見である｡ 『ミドルマーチ』20章から22章に至
,wh hmaetemidnhdic る, ドロシアの,生きる意味の探求は,エリオット
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DaWi sP s( )参照｡Sut wohは,中
となって生きるためには,雑多な断片的シンボルに 期 までの小 説 とは区別 して,後期 2作 品 
Mi mar , wo
があるのである｡ 歴史が私たちにとって,知恵の光
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they whirl in the innumerable myriads of living 
cells which constitute each tree, we should be 
stunned, as with the roar of a great city." Oxford 
Anthology of English Literature Vol. II (1061) 
Beer Darwin's Plots (142) ~~~o 
11 Willey (16) ~~~o 
12 Cross (ed.) George Eliot's Life as Related in 
Her Letters and Journals (401-02) ~p.~o 
13 Marian 'J:, 5($1 ~ ¥ ~ 0 t:. 29 f,l J: ~ ~ mr iJ~ G 
Spinoza{}) r1$~J&~a~j (Tractatus Theologico-
politicus) ~~fR L~a&'J~v)t:.o Ashton George 
Eliot: A Life (71) ~p.~o 
14 Ethics (87) ~p.~o 
15 Davis 'J:, Eliot (})~~1W1;¥~:~JlI!*ffl~ftiJ~~ffl 
~ n~ ft;Jirf1J ~:~!kn, ~ niJ~JL' t ~1*~ ~7C89 ~:~ 
~ Spinoza t Lewes (J) J3V ~: J: ~ ~ t ~ 1~1~ L l 
v).Q 0 George Eliot and Nineteenth-Century 
Psychology (18) ~p.~o 
16 Feuerbach 'J:, -t- 1) A r ft(J)15t*L{})~?mt ~ 7t1JT 
T .Q ~ lip 1:, 71< (J) Y /' *' 1) A' A ~: ":) v) ~ ~ ~ 0 
"In the stream of water the fever of selfishness is 
allayed. Water is the readiest means of making 
friends with Nature. The bath is a sort of chemi-
cal process, in which our individuality is resolved 
into the objective life of Nature." The Essence of 
Christianity (275-76) ~p.~o 
17 "Dorothea's Husbands" Modern Critical Views 
George Eliot Bloom (73) ~~~o 
18 Haight 'J:, Marian iJ~ 18511f: 0 /' P' /' ~: ffi l , 
~ ~ Westminster Review ~ ~~ L --C v) t:. John 
Chapman t $l*~ ~1* ~t;f~ J: ~ ~: ~ 0 t:. v) ~ 
~ ~ ~~.g. 0 ~ v) ~ George Eliot: A Biography0 
(82-90) ~p.~o 
19 Cross iIi~(J) George Eliot's Life as Related in 
Her Letters and Journals 'J:, 1t*{})~WY~fA$ 
~fxwtt ~ {ljrUJiJ~2VJ ~ ~ (J) (}), ~ v)~ v) § C ~ U±a 
T ~ ~Jt ~ (J) 1Jlij 1Ifi ~: ~ v) --C 'J:$1l! -c' dJ ~ 0 
20 "The Natural History of German Life" (263) 
( 18561f.) George Eliot: Selected Critical 
Writings ~p~o 
21 Herts (28-9) ~p.~o 
22 Willey (33) ~~~o 
23 George Eliot and the Conflict of Interpretations 
(34-5) ~p.~o 
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